
 

 

□身体に小さな傷やあざがあり、回復状態もばらばらである 

 

□手のひら、お尻、背中などにやけどの跡がある 

 

□おびえた表情をよくする、急に不安がる 

 

□「こわい」「嫌だ」と施設や職場へ行きたがらない 

 

□手を上げると頭をかばうような格好をする 

 

□自らを傷つけるような行為が増えた 

 

□傷ややけどを負った理由の説明が日によって違う 

 

□人の体を触るようになる 

 

□ひと目を避けたがる、ひとりですごす時間が増える 

 

□かみつくなど、攻撃的な態度が見られる 

 

□わめく、泣く、叫ぶ、おびえるなどパニックを起こす 

 

 

 

 

□無力感､あきらめ､なげやりな様子になる、顔の表情がなくなる 

 

□髪や爪、皮膚などが不潔、ずっと同じ服を着ている 

 

□部屋から異臭がする、ごみを放置している 

 

□空腹をひんぱんに訴えたり、食事をとっていないように見える 

 

□学校や職場に出てこない 

 

□お金を使っている様子が見られない 

 

□生活費の支払ができていない 

 

□親などが本人の年金を管理し個人的な遊びや趣味に使ってい       

るように見える 

 

□年金等収入があるはずなのに、お金がないと訴える 

 

□年金や賃金がどう管理されているか本人が知らない 


